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＜連絡事項＞

· デイナイトケアでの皆で話そう会で、プログラム中の飲水について話し合っています。高齢の利用者様が多く、これから季節的にも暑くなってくるので、プログラム中に水を飲みたくなったらスタッフに声を掛けてから、飲水して頂く事としています。（SSTでも練習します）また、レクダンス

　等で汗をかく場合は、休憩の際にこちらからも飲水を促していきましょう。

· 鈴木　茂子様～現在通所出来ていないことについて、前回の外来受診時にデイケアスタッフと話し　　　　

　　　　　　　　　合い、通所の意思を確認し本日より来所予定となっていましたが、本日も欠席と

　　　　　　　　　の連絡あり。次回の外来受診時（5／10予定）に再度、今後の方向性について話し

　　　　　　　　　合う事としています。

· 山田　健次様～本日、幸房へ来られていますが、膝が痛いので今日のナイトケアは休み、来週

　　　　　　　　　（月曜日）から来ますとの事。月曜日にナイトケアスタッフと今後の通所につい

　　　　　　　　　話合いを持ち、主治医にも確認をとる事としています。

＜外来報告＞

· 田澤　勝敏様～本日外来受診しています。肺炎の方は症状が無くなっていますが、来週月曜日に

　　　　　　　　　（5／9）鹿内内科受診し、通所可能か指示を仰ぐとの事。

＜実施計画検討＞

佐藤　ミツ子様～　【病名】統合失調症、精神発達遅滞

　　　　《現状》プログラムの時、自分は出来ないと言うが声を掛けられるのを待っている様子見られる。計算問題等は簡単なものは出来ており、分からない所は質問も出来ている。5月3日に息子様が面会に来られてから、積極的に挨拶や皆で話そう会での発言が聞かれるようになった。本日の皆で話そう会では、合唱コンクールで歌いたい曲（ズンドコ節）を自分から手を挙げて発言されている。現在レース編みは糸が無い事もあり、行っていない。

【問題点】

・プログラムの際出来る事でも、自信が無いから自分は出来ないと話し依存的となる事がある。

【対策】

· レクダンスの際はスタッフが手を握って声をかけてみる。

· 計算問題の出来ている事や、分からない事が聞けている事を評価する。また、教えてくれている利用者様（今野様等）にも「ありがとう」と本人から言えるよう促し、スタッフからも声掛けする。

· ミーテｲングでも佐藤様に話題を振り、皆で話す場の練習をして頂く。

· 現在、家族の方が力になって良い状況になってきているので、青風荘スタッフとの情報提供を密

に行う。そのうえで本人が家族と連絡をとりたい場合は、まずは青風荘のスタッフに話せるように

個人的なSSTを行い支援していく。

· レース編みが得意なので、編み方を教えて頂く事で自信をつけてもらう。（スタッフは事前に編み方を覚えておく）




















































